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平
成
１８
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
８
８
５
億
３
３
０
０
万
円

で
、
実
質
２０
億
１
３
２
０
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
借
金

や
預
金
の
取
り
崩
し
を
す
る
こ

と
な
く
当
初
予
算
が
編
成
で
き

た
こ
と
は
、
職
員
定
数
の
ス
リ

ム
化
や
事
業
の
委
託
化
・
民
営

化
な
ど
徹
底
し
た
行
政
内
部
の

改
革
を
進
め
て
き
た
効
果
の
表

れ
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
財

務
体
質
の
改
善
に
よ
り
、
区
民

ニ
ー
ズ
や
社
会
状
況
の
変
化
に

的
確
に
対
応
で
き
る
区
財
政
の

基
盤
が
整
備
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
の
配
備
な
ど
地
域
の
安
全
対

策
、
病
後
児
保
育
、
延
長
保
育

な
ど
の
少
子
化
対
策
、
住
宅
の

耐
震
補
強
な
ど
震
災
対
策
の
充

実
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

わ
が
会
派
は
、
人
口
減
少
や

団
塊
世
代
の
大
量
定
年
に
よ
る

経
済
の
低
成
長
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
で
き
る
だ
け
次
世
代
の
負

担
を
抑
制
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
中
野
の
将
来
像
を
具
体

的
に
示
し
た
１０
か
年
計
画
が
絵

に
描
い
た
餅
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、

責
任
を
持
っ
て
区
政
運
営
を
リ

ー
ド
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
１８
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
三
位
一
体
改
革
へ
の
対

応
の
為
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
増
し
を
す
る
一
方
、
職
員

数
削
減
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制

な
ど
の
内
部
努
力
に
よ
り
、
基

金
の
取
り
崩
し
な
し
に
予
算
を

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
子

育
て
支
援
で
は
、
病
後
児
保
育
、

休
日
・
年
末
保
育
の
拡
充
、
私

立
幼
稚
園
保
護
者
補
助
金
の
増

額
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た

め
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
正

門
等
施
錠
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
地
域

の
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
野
方

駅
北
口
開
設
、
上
鷺
宮
地
区
計

画
の
策
定
は
評
価
し
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
さ
ら

に
進
め
、
少
子
高
齢
化
や
防
災
、

危
機
管
理
体
制
の
充
実
な
ど
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

１０
か
年
計
画
・
施
策
な
ど
の

実
施
に
お
い
て
は
情
報
提
供
の

周
知
を
徹
底
し
、
し
っ
か
り
と

説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
区
民
・
議
会
と

の
協
働
連
携
を
十
分
に
な
さ
れ
、

区
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
望
み
ま
す
。

「
構
造
改
革
」
と
規
制
緩
和

政
策
が
貧
困
と
格
差
を
拡
大
さ

せ
て
い
ま
す
。
中
野
区
民
一
人

当
た
り
の
所
得
は
５
年
間
で
１４

万
７
千
円
も
減
少
す
る
な
か
、

増
税
で
区
民
７
千
人
が
新
た
に

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
保
、

介
護
保
険
の
負
担
も
雪
だ
る
ま

式
に
膨
ら
み
ま
す
。
０６
年
度
だ

け
で
も
１４
億
５
千
万
円
も
の
区

民
税
の
増
収
を
見
込
み
な
が
ら
、

中
野
区
は
区
民
を
支
援
す
る
手

立
て
を
と
ろ
う
と
し
な
い
ば
か

り
か
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
、

７
つ
の
児
童
館
の
廃
止
、
２
つ

の
区
立
幼
稚
園
の
廃
止
、
８
つ

の
小
学
校
と
５
つ
の
中
学
校
の

統
廃
合
を
す
す
め
る
「
１０
か
年

計
画
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

区
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り

捨
て
る
一
方
で
、
警
大
跡
地
等

の
調
査
費
を
今
年
も
計
上
し
、

大
規
模
開
発
の
た
め
の
「
ま
ち

づ
く
り
基
金
」
を
設
け
る
と
と

も
に
、
年
度
末
に
は
２
２
４
億

円
の
基
金
を
溜
め
込
み
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
区

民
生
活
と
子
育
て
を
支
援
す
る

予
算
の
組
み
替
え
案
を
提
案
し

ま
し
た
。
区
政
の
大
も
と
を
変

え
、
人
間
に
あ
た
た
か
い
区
政

の
実
現
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
や
都
区
財
政

調
整
の
見
直
し
等
、
財
政
不
安

定
要
因
が
多
い
中
、
職
員
の
退

職
金
や
施
設
維
持
費
が
数
百
億

円
見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
政
基

盤
の
建
て
直
し
が
急
務
で
す
。

０６
年
度
予
算
で
、
基
金
残
高
が

２
０
０
億
円
超
と
な
っ
た
こ
と

は
一
定
の
評
価
を
し
つ
つ
も
、

一
方
で
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
区
立
幼
稚

園
２
園
を
廃
止
し
、
幼
児
総
合

施
設
へ
の
転
換
を
発
表
す
る
前

に
、
ま
ず
は
幼
児
教
育
・
保
育

の
あ
り
方
を
区
民
と
検
討
す
べ

き
で
し
た
。
結
論
あ
り
き
の
区

政
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
強
引
さ
は

相
変
わ
ら
ず
で
す
。
さ
ら
に
、

協
働
と
い
う
名
の
下
に
区
民
と

行
政
の
も
た
れ
合
い
の
関
係
を

生
ま
な
い
よ
う
、
任
意
団
体
へ

の
補
助
金
は
ゼ
ロ
・
ベ
ー
ス
で

見
直
し
、
客
観
性
・
有
効
性
を

再
検
討
す
べ
き
で
し
た
。
ま
た
、

人
的
配
置
の
無
い
ま
ま
幼
稚
園
、

小
中
学
校
等
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

と
施
錠
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
は
、

子
ど
も
の
居
場
所
を
閉
鎖
空
間

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
必
要

な
の
は
、
教
師
の
多
忙
感
を
解

消
し
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
新
た
な
１０

か
年
計
画
が
実
質
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
年
度
で
す
。
当
初
予
算

は
８
８
５
億
円
余
、
平
成
１７
年

度
と
比
べ
、
約
１１
億
円
、
１
・

３
％
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
財
源
対

策
を
す
る
こ
と
な
く
、
予
算
の

編
成
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
、
健
全
な
予
算
編
成
で
あ

り
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

の
成
果
と
評
価
致
し
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
、
我
が
会
派
が

要
望
し
予
算
に
反
映
さ
れ
た
主

な
も
の
で
、
子
育
て
支
援
で
は
、

私
立
幼
稚
園
保
護
者
補
助
な
ど

が
増
額
さ
れ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

も
充
実
さ
れ
ま
す
。
安
全
安
心

施
策
で
は
、
小
学
校
に
防
犯
カ

メ
ラ
や
校
内
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
避
難
所
の
整
備
や

耐
震
診
断
助
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
、
ホ
タ
ル
の
里

構
想
策
定
、
産
業
活
性
化
、
警

大
跡
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

１０
年
後
の
希
望
あ
ふ
れ
る
中

野
区
を
実
現
す
る
た
め
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
、

学
校
な
ど
で
の
安
全
対
策
は
、

人
的
対
応
で
の
実
施
を
強
く
要

望
し
ま
す
。

０６
年
度
は
、
子
ど
も
達
の
世

代
の
た
め
に
も
「
新
し
い
中
野

を
つ
く
る
１０
か
年
計
画
」
を
着

実
に
進
め
て
い
く
大
事
な
年
で

す
。
４
年
間
の
改
革
の
取
り
組

み
の
結
果
、
１３
年
振
り
の
健
全

予
算
に
な
り
ま
し
た
。
底
を
つ

い
て
い
た
基
金
を
堅
実
に
積
み

立
て
、
学
校
な
ど
の
建
て
替
え

や
、
三
位
一
体
改
革
な
ど
の
国

の
制
度
の
変
化
に
も
備
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
次
世
代
に
大
き
な

負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
、
将

来
に
備
え
た
財
政
運
営
の
考
え

方
を
評
価
し
ま
す
。

来
年
度
は
、
グ
リ
ー
ン
電
力

証
書
制
度
へ
の
参
加
な
ど
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
施
行

に
よ
る
相
談
窓
口
の
設
置
や
緊

急
一
時
宿
泊
事
業
な
ど
の
体
制

の
強
化
が
進
み
ま
す
。
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
重

要
と
な
る
地
域
生
活
支
援
事
業

に
は
、
区
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
求
め
ま
す
。

安
心
で
き
る
中
野
を
つ
く
る

た
め
に
、
区
が
目
指
す
支
え
あ

い
の
地
域
社
会
の
構
築
が
重
要

で
す
。
区
民
の
力
に
よ
る
、
新

し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
へ

の
区
の
役
割
を
期
待
し
ま
す
。

▼
総
務
委
員
会

１
／
１８

議
案
１
件
を
審
査
、
要

求
資
料
１
件
を
審
査
、
報
告
４
件

を
聴
取

２
／
６

報
告
１１
件
を
聴
取

▼
区
民
委
員
会

１
／
２３

報
告
９
件
を
聴
取

２
／
６

陳
情
１
件
を
審
査
、
報

告
５
件
を
聴
取

▼
厚
生
委
員
会

１
／
２７

報
告
９
件
を
聴
取

２
／
８

陳
情
１
件
を
審
査
、
要

求
資
料
２
件
を
審
査
、
報
告
８
件

を
聴
取

▼
建
設
委
員
会

１
／
２３

報
告
１３
件
を
聴
取

２
／
６

報
告
７
件
を
聴
取

▼
文
教
委
員
会

１２
／
２２

ぷ
り
す
く
ー
る
西
五
反

田
を
視
察

１
／
２３

陳
情
１２
件
を
審
査
、
報

告
２
件
を
聴
取

２
／
６

陳
情
１２
件
を
審
査
、
報

告
１１
件
を
聴
取

▼
議
会
運
営
委
員
会

２
／
２

第
１
回
定
例
会
の
日
程

な
ど
を
協
議

２
／
１０

第
１
回
定
例
会
の
招
集

日
の
確
認
や
日
程
な
ど
を
協
議

▼
財
政
制
度
調
査
特
別
委
員
会

２
／
９

報
告
３
件
を
聴
取

▼
中
野
駅
周
辺
整
備
・
交
通
対
策
特

別
委
員
会

１
／
３０

山
手
通
り
お
よ
び
首
都

高
速
中
央
環
状
新
宿
線
工
事
現
場

を
視
察

▼
防
災
対
策
特
別
委
員
会

１
／
３０

防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
、

報
告
４
件
を
聴
取

希
望
あ
ふ
れ
る
中
野
区
の
実
現
を

公
明
党
議
員
団

市
民
自
治

改
革
、
加
速
。自

由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

区
民
の
期
待
す
る
区
政
実
現
を

民
主
ク
ラ
ブ

開
発
優
先
か
ら
人
間
の
ま
ち
へ

日
本
共
産
党
議
員
団

区
政
運
営
プ
ロ
セ
ス
は
丁
寧
に

無
所
属
の
会

閉
会
中
の
委
員
会
の
動
き

平
成
１７
年
１２
月
〜
１８
年
２
月

財
政
再
建
へ
の
努
力
を
評
価

各各会会派派のの見見解解平成１８年度予算に対する
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（9） 平成18年（2006年）4月30日 第199号


